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昆虫神経筋シナプス後膜に対する 2価陽イオ ン の作用

宮 本 武典 ，鷲尾 　宏 （三 菱化成生命研 ・脳神経生 理）

Eifect　of　diva互ent 　cations 　on 　the　g翌utamatt ≧rgic 　synapse 　of　jnsect　skeletal 　muscle

TAKENoR 【 MIYAMOTO ，　HIROSHI 　WASHIO
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　昆虫神経筋 シ ナ プ ス は グル タ ミ ン 酸作動性 で あ る が．Cal ＋

チ ャ ン ネ ル の 遮断剤と して 知 られ る M2 か

や Co2 ＋

な どの 2 価陽 イ オ ソ O．5mM 以 上 の 存在 下 ℃ 電気泳動的 に 投与 され た グル タ ミ ン 酸 に 対 す る
一

過性 の 応 答

（グ ル タ ミ ン 酸電位） が 著 し く増強され ， そ の 作用 は グル タ ミ ソ 酸 とは 非拮抗的 で あ る こ と を見出 し た 。 作用

は 可 逆的 で あ り，5mM 以下 で は Cal＋

依 存性 は 見 られ ず，グル タ ミ ソ 酸作用時の 膜抵抗 に も影響 は なか っ た

が ，膜電位固定下 で の グル タ ミ ソ 酸電流 （GC ） の 増加 が み られた 。
　GC や興奮性 シ ナ プス 電流 （EPSC ）の 逆

転電位 は ，こ れ らの イ オ ソ に よ っ て 影響さ れ な か っ た が，EPSC の 立下 り時 の 時定数が増加す る こ とを 見出 し

た。ま た ，
グ ル タ ミ ソ 酸 の 取 ウ込 み 系 に は 朋白 な限害 は み られ な か っ た 。 以 上 の こ と か ら， 2 価陽イ オ ン は シ

ナ プ ス 後膜に作用 して ，グル タ ミ ン 酸 レ セ プ タ
ー・チ ャ ン ネ ル で の イ オ ン 動態に 影響を及ぼす と考えられ る 。

昆虫筋における除神経 の 影響

鷲尾　宏，蟻川謙太郎 （三 菱化成生命研 ・
脳神経 生 理 ）

Effect　 of 　 denervation 　 on 　the 　 insect　muscle 　fiber
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　ワ モ ソ ゴ キ ブ リを用 い 運動神経の切断に よ っ て 起き る 神経 ・筋伝達 の 阻害 に つ い て 調べ た 。炭 酸 ガ ス 麻酔下

で 動物 を 固定 し 後胸肢及 び 中格肢 へ の 神経 N5 を切断 し26℃ の 温度下で 飼育した 。 切断後約 2 日迄 は 対 照 と

殆 ん ど変化 は み られ な い がそ の 後短時間 の 問 に 神経筋伝達 は 阻害 され 微 小 電 位 も消失 し た。手 術 後微小冤位 の

消 失す る ま で の 時間は 外界 の 温 度や切断端か ら接合部ま で の 長さな どに よ っ て 変 る 。 例えば 12℃ で は こ の 期間

は 10日以上に 延長 し た。微 小 電位 の 見 られ な い 時期 （silent 　stage ） に 続 い て 約30 日後 に 再び 微小電位 が 記録

さ れ た 。 こ の 様な筋 か ら記録 され る電位は ， L 一
グ ル タ ミ ソ 酸を加え る と 消失す る （脱感作）の で 伝達物質 と

し て は こ の ア ミ ノ 酸 が 作用 し て い る と 考 え られ る。こ れ らの 筋 で は
．
普通神経刺激 に よ っ て 接合部位 電位が記録

さ れ る の で 神経筋伝達は 正常 に 回 復 し て い る 可能性 が 高い 。

カ エ ル 味緬胞 の 静止 電位発 生 に おける味細胞間隙液お よ び表面液の 役割

岡 田幸雄．佐藤俊英 （長 崎 大 ・歯 ・生 理 ）

Role　 of 　intracellular　and 　 surface 　 fluids　in　 resting 　 potenial 　 ef 　frog　taste 　 cell
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　摘出舌試料を 用 い た研究 に よ る と，カ エ ル 味細胞 の 静止 電位は，K †

と Na ＋

の 拡散電位 で あ る と 報告 され

て い る （佐藤 ・杉本，1978）。今回 ．血 管灌流 法で ．味細胞間隙液を修正 リ ン ガ ーで 置換 し，また ．舌表面液イ

オ ソ 組成を変えて ，味細胞 の 静止電位の 発生機序を 検討 した 。 味細胞 の 静止電位 は 間隙液の K ’
濃 度 に 依 存

し て 大 き く変化 した が．舌表 面液 の K ＋

濃度 に は あ ま り依存 し なか っ た 。 静止 電位は ，間隙液 お よび 表面 液

の Na ＋

濃度 に 同 じ程度に 依存し て 変化 し た 。　Cエ
ー

は 味細胞 の 静止 電 位 の 発 生 に は 関与 しな か っ た 。 舌表面液

中 の Ca 計
を除 くと，味細胞 の 静止電位は脱分極方向に変動 した 。 以 上 の 結果 か ら．カ エ ル 味細胞の 静止電位

it主 に K ＋

と Na ’
の 拡散電位で あ る が．静止電位 は 舌 表面 の Ca！’

で ト リガ
ー

され る 機序 で 多少制御 さ れ

て い る と考 えられ る。
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